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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次世代の軽量耐熱材料 TiAl 金属間化合物は次のような利点

を持っている。 

(1) 密度は約 3.8g/cm3 で Ni 基超合金の約 1/2 と軽量である。

(2) 単位密度あたりのクリ－プ強度（クリ－プ比強度）は

850℃において現用の Ni 基超合金より優れている。 

(3) 高温における耐酸性は Ni 基超合金には及ばないが、Ti

基耐熱合金や Fe 基耐熱合金より優れている。     

 しかし、TiAl 金属間化合物の引張り伸びは常温で 1%以下と

極めて乏しいことが、開発の大きな障害になっている。 

 本方法は図 1 と図 2 に示すように TiAl 基合金に、微量の Be

を添加し、変形双晶を活発化させることで常温引張り延性を

3%程度（Cr 添加と同程度）まで改善すると同時に、高温耐酸

化性も向上させたものである。 

 応用が期待される分野の一つとして、自動車の排気バルブ

（往復運動）やタ－ボチャ－ジャロ－タ（回転部品）に使用す

ることで、燃費、レスポンスの向上および低騒音の効果が期待

できる。その他、火力発電、航空、宇宙関連等の熱機関等の部

品としても応用が期待される。 
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図 1. TiAl 及び TiAl-Be 基合金の   図 2. TiAl の高温酸化に及ぼす

圧縮試験による応力－歪み曲線.    Be 添加の影響（大気中,1273K）.
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